
 

沖縄県環境審議会委員（公募委員）募集要項 

１ 公募の趣旨 

沖縄県は、環境の保全に関して、基本的事項を調査審議させるため、沖縄県環境審議会を

設置しています。 

沖縄県環境審議会では、これまで沖縄県環境基本条例の制定や沖縄県環境基本計画の策定

等について、審議を行ってきました。 

今後の沖縄県の環境の保全及び創造を図るためには、県民の皆様の御意見・御提言を反映

させる必要があります。 

そこで、県では県行政の意思形成過程に県民が直接参加する機会を確保するため、沖縄県

環境審議会の委員を広く県民から募集します。 

環境保全について関心を持ち、積極的に御意見を述べていただける方の応募をお待ちして

います。 

２ 審議会の概要 

名 称 沖縄県環境審議会 

審 議 事 項 県の区域における環境に関する基本的事項等 

委 員 構 成 及 び 人 数 学識経験者、公益代表者、公募により選ばれた者等、 

20 名以内で構成されます。 

任 期 委嘱の日から２年間（令和７年８月頃からを予定） 

開 催 回 数 年数回（１回の開催時間は３時間程度） 

謝 礼 等 審議会に出席いただいた場合には、県で定める委員報酬

及び旅費をお支払いします。 

 

３ 募集人数 ２名  

 

４ 応募資格 

次の⑴～⑹のいずれの要件にも該当する方 

⑴ 県内に在住する方 

⑵ 年齢が 20歳以上の方 

⑶ 沖縄県議会の議員又は県の執行機関の常勤職員でない方 

⑷ 地方公務員法第 16 条各号に揚げる者に該当しない方 

【地方公務員法第 16 条】 

１ 禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるま

での者 

２ 当該地方公共団体において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から二年を経過しない者 

３ 人事委員会又は公平委員会の委員の職にあつて、第六十条から第六十三条までに規定する

罪を犯し、刑に処せられた者 

４ 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊す

ることを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者 

⑸ 日本国籍を有する方 

⑹ 年数回開催される審議会に出席可能な方 

 



 

５ 応募方法 

⑴ 申込手続 

次に揚げる書類を沖縄県環境部環境政策課あてに持参、郵送または E メールのいずれか

の方法で提出ください。 

ア 応募申込書 

イ 作文（テーマの中から一つを選択し、自らの経験を踏まえ、御意見・御提言を 800 字

程度にとりまとめてください。） 

〈テーマ〉・低炭素社会について 〔地球温暖化・再生可能エネルギーなど〕 

・自然共生社会について〔生物多様性・みどりと川の再生など〕 

・循環型社会について 〔廃棄物・公害など〕 

※なお、提出された書類は返却しませんので、予め御了承ください。 

⑵ 応募期間（延長後）：令和７年４月１日（火）から令和７年６月 16 日（月） 

[当初：令和７年４月１日（火）から令和７年４月 30日（水）まで] 

【持 参 の 場 合】 受付時間は午前９時 00 分から午後５時 00分までです。 

なお、土・日・祝日は閉庁のため、受付しません。 

【郵 送 の 場 合】 令和７年６月 16日（月）の消印まで有効です。 

【Ｅメールの場合】 令和７年６月 16 日（月）の午後５時 00 分までに到着するように   

送信ください。送信後は電話連絡により到達確認をおこなってく

ださい。 

 

⑶ 募集要項及び応募申込書の配布場所沖縄県環境政策課ホームページに掲載するほか、 

次の場所で配布します。 

沖縄県環境政策課（那覇市泉崎 1-2-2 県庁４階） 

沖縄県行政情報センター（那覇市泉崎 1-2-2 県庁２階） 

宮古行政情報コーナー（宮古島市平良字西里 1125 宮古事務所１階） 

八重山行政情報コーナー（石垣市字真栄里 438-1 八重山事務所１階） 

※閲覧時間（午前９時～午後５時、土日祝日を除く） 

６ 選考方法 

環境審議会公募委員選考委員会を設置し、応募申込書及び作文により選考します。 

なお、書面審査での選考が困難な場合は、面接を実施します。 

７ 選考結果の公表 

選考結果については、沖縄県環境政策課のホームページ及び行政情報センターにおいて公

表します。 

８ 応募先及び問い合わせ先 

〒900-8570 那覇市泉崎１－２－２ 

沖縄県環境部環境政策課 総務企画班 

T E L 098-866-2183 

Ｅメール aa025003@pref.okinawa.lg.jp 

 



沖縄県環境審議会委員応募申込書 

【記入上の注意】 
 １「生年月日」「性別」「職業」「活動経験」「環境関連の資格・学位等の取得」欄については、沖

縄県環境審議会の委員構成として幅広い年齢層、性別、分野から選任することに努めており、
その参考としてご記入いただくものです。 

 
 ２「本籍地」欄については、応募資格（４）の欠格事項（地方公務員法第 16 条各号に揚げるも

のに該当しない方）の確認に必要なため、ご記入いただくものです。 
 
３「活動経験」「環境関連の資格・学位等の取得」欄は、選考の参考としてご記入いただくもの
ですが、差し支えない範囲で記入してください。 
① 「審議会等」には、協議会、懇話会等を含みます。 
② 「環境保全に関する活動の経験」には、団体、サークル等での活動経験あるいは著作、講

演など、主なものを記入してください。 
③ 「環境関連の資格」には環境カウンセラーや環境計量士等の資格取得についてご記入下さ

い。 
④ 「環境に関連した学位」には、取得いた学位の種類（学士、修士、博士）のほか、学位取

得大学名についても、ご記入下さい。 
 

  ※なお、個人情報については委員の選考以外の目的で使用することはありません。 

ふりがな  職  業 
 

氏  名 
  

 
生年月日 

 
昭・平     年  月  日 （  歳） 

 
性別 

 
男・女 

住  所 
（〒   －    ）（TEL    －    －    ） 
 

本 籍 地 
 
     

 
 
活 
 
動 
 
経 
 
験 

国・県・市町村の

審議会等の委員、

モニター等の経

験 

期間 名称又は内容 
  

環境保全に関す

る活動の経験 

期間 名称又は内容 
  

 
環境関連の資格・学位

等の取得 
 

取得・登録年月等 資格・学位等の名称又は内容 
 

 
 

応募の動機 
 

 



【応募申し込み】 
 応募申込書及びテーマの中からいずれか一つを選択し、自らの経験を踏まえ、御意見・御提
言について作文（800 字程度）を御提出してください。 
なお、提出方法は、持参、郵送、E-mail のいずれかでお願いいたします。 

 
〈テーマ〉 

・低炭素社会について  〔地球温暖化・再生可能エネルギーなど〕 
・自然共生社会について 〔生物多様性・みどりと川の再生など〕 
・循環型社会について  〔廃棄物・公害など〕 


